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ど
っ
し
り
と
座
る
主
人
公
・
三
浦
之
助
と
、

彼
に
す
が
ろ
う
と
近
づ
く
、敵
方
の
大
将
の

娘
・
時
姫
。人
形
浄
瑠
璃
の『
鎌
倉
三
代
記　

三
浦
別
れ
の
段
』と
い
う
演
目
の
一
幕
だ
。

　
人
形
を
人
の
よ
う
に
操
る
の
は
、県
指
定
文

化
財
に
な
っ
て
い
る
、相
模
人
形
芝
居
前さ

き
鳥と

り
座

の
人
形
遣
い
た
ち
だ
。7
月
19
日
、四
之
宮
公

民
館（
東
真
土
2
ー
1
ー
48
）の
会
議
室
で
、本

年
度
の
演
目
の
稽
古
に
励
ん
で
い
た
。

遣 継いを 承す
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　人形芝居のような無形文化財は、人から人へ
伝えていくため時代と共に変化していきます。だ
からこそ、記録や映像をとり、調査記録（報告書）
を残すことが必要です。総合調査する5座のうち
3座は国指定重要無形民俗文化財で、2座は県指
定。しかし、調査では国・県指定に関係なく、歴
史的な経緯や現在の活動状況を一様に明らかに
し、記録していきます。５座の皆さんには調査の
成果報告書を、本来の形を確認し回帰するため
のよりどころとして役立ててほしいと思います。
前鳥座の皆さんには、祭礼での奉納上演の伝統
や歴史を大切にしながら、一方でこれまで以上
に女性・若者、地域以外の人にも加わってもらい、
楽しく盛んに活動していただきたいです。

　「２人とも本当に熱心に取り組んでいます」と話す、湘南座の城田雅江
さん（写真①右）。基本の技術が身に付いてきた２人には、人形と連動する
動きをより美しく見せるための指導を中心にしているそうだ。「私自身、
学生時代に文楽部での経験があったので、現在も細く長く続けられてい
ます。卒業後もこうして文楽部で一人遣いを継承してくれている後輩が
いるのはうれしいことですし、湘南座としても心強いです」と続けた。

　２年生の山
やまさき
崎穂

ほの
果
か
さん（写真②右）は、「元々、日本文化に触れることに

興味がありました。入学した頃の部活紹介で初めて見た人形浄瑠璃を『す
ごい！』と思い入部しました」と話す。現在の部員は３年生1人・２年生2人
で、新入部員の勧誘には苦労しているそう。ただこの状況は２年生が入
部した当時からだった。同じく２年生の齋

さい
藤
とう
流
る
希
き
さん（写真③左）は「この

ままだと休部だと聞いて、伝統芸能に触れられる珍しい部活がなくなっ
たらもったいないと思いました」と振り返る。「人形を操るのは初めてで
難しかったけれど、ここでしかできない貴重な経験ができて、入って良
かったと感じています」と続ける。

　市内で一人遣いの人形浄瑠璃を継承するのは２団体。高浜高校（高浜台
8−1）の文楽部と、その卒業生が多く所属する湘南座だ。高浜高校文楽部
は昭和４７年に始まり、休部期間も乗り越えながら、今も続いている。現
在は湘南座の指導の下、週1回の稽古に励み、民俗芸能まつり（３面左下
囲み）や公民館まつり、学校の行事などで舞台を披露している。

　昔の前鳥座の話を伺える方や、相模人形や道
具類・義太夫節の床本をお持ちの方は、市社会
教育課まで。ぜひ情報をお寄せください。

　
人
形
浄
瑠
璃（
人
形
芝
居
）・
囃は

や

子し

太
鼓
・
祭
事
な
ど
、
平
塚
市
に

は
多
様
な
無
形
民
俗
文
化
財
が
残

る
。
形
の
な
い
民
俗
芸
能
・
技
術

が
時
代
を
超
え
、
現
代
に
受
け
継

が
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
県
の

同
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の

が「
相
模
人
形
芝
居
前さ

き
鳥と

り
座
」だ
。

　
相
模
人
形
芝
居
は
江
戸
時
代
に

相
模
国
に
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
、

15
カ
所
の
伝
承
地
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
現
在
、
伝
統
を
継
承
す
る

の
は
、
平
塚
市
の
前
鳥
座
、
厚
木

市
の
林
座
・
長
谷
座
、
小
田
原
市

の
下し

も
中な

か
座
、
南
足
柄
市
の
足
柄
座

の
４
市
５
座
だ
け
と
な
っ
た
。

５
座
の
総
合
調
査

　
５
座
は
い
ず
れ
も
国
や
県
の
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
各
座
、
相
模
人
形
芝
居
の
普

及
・
啓
発
に
尽
力
し
て
い
る
が
、

担
い
手
の
高
齢
化
な
ど
、
継
承
者

不
足
に
直
面
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
本
年
度
、
４
市
で
協
定

を
締
結
し
、
伝
統
を
一
体
的
に
後

世
に
継
承
す
る
た
め
の
調
査
が
始

ま
っ
た
。
５
座
と
の
関
係
が
深
い

大
谷
津
早
苗
さ
ん（
左
上
囲
み
）が

実
行
委
員
長
、
平
塚
市
が
事
務
局

を
務
め
る
。
調
査
内
容
は
稽
古
な

ど
で
の
聞
き
取
り
の
他
、
操
法
や

人
形
・
道
具
類
の
調
査
、
上
演
の

記
録
な
ど
。
各
座
の
協
力
の
下
、

３
年
か
け
て
進
め
て
い
く
。

二
つ
の
系
譜
が
共
存

　
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
人
形
浄

瑠
璃
。
長
い
歴
史
の
中
で
、
系
譜

の
違
う
人
形
の
操
法
が
生
ま
れ
、

伝
わ
っ
て
き
た
。
操
法
に
は
調
査

が
始
ま
っ
た
前
鳥
座
の「
三
人
遣

い（
３
面
上
段
右
）」と
、
高
浜
高

校
文ぶ

ん

楽ら
く
部
や
湘
南
座
の「
一
人
遣

い（
下
囲
み
）」が
あ
る
。
い
ず
れ

も
物
語
を
語
る
太
夫
・
三
味
線
・

人
形
遣
い
の「
3
業
」で
成
り
立

つ
。
平
塚
市
の
よ
う
に
、
系
譜
の

異
な
る
人
形
芝
居
が
共
存
す
る
地

域
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
。
各
団

体
が
技
術
と
思
い
を
、
次
世
代
に

つ
な
ぐ
努
力
を
続
け
て
い
る
。

　
総
合
調
査
が
始
ま
っ
た
５
座
の

相
模
人
形
芝
居
。
前
鳥
座
で
は
６

月
の
稽
古
に
1
回
目
の
調
査
が

入
っ
た
。
専
門
家
が
訪
れ
、
歴
史

あ
る
人
形
芝
居
が
四
之
宮
の
地
で

ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
る

か
、
稽
古
の
風
景
や
道
具
類
な
ど

を
記
録
し
て
い
っ
た
。

　
前
鳥
座
の
歴
史
は
江
戸
時
代
中

ご
ろ
か
ら
。
古
く
は「
四
之
宮
の

人
形
」と
呼
ば
れ
、
四
之
宮
の
前

鳥
神
社
へ
芝
居
を
奉
納
し
て
い

た
。
第
2
次
世
界
大
戦
の
前
後
は

活
動
を
中
断
し
た
が
、
昭
和
27
年

に
地
元
の
有
志
ら
に
よ
っ
て
活
動

を
再
開
。
33
年
に「
前
鳥
座
」と
命

名
さ
れ
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。

　
「
前
鳥
座
で
継
承
さ
れ
て
き
た

相
模
人
形
芝
居
の
伝
統
を
守
る
た

め
に
、昔
と
姿
を
変
え
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
稽
古
や
舞
台
の
た

び
に
自
分
た
ち
で
映
像
・
写
真
に

記
録
し
て
、
確
認
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
、前
鳥
座
の
座
長
、鈴
木
文

雄
さ
ん
。「
全
て
を
覚
え
て
い
る
の

は
難
し
い
で
す
。
長
く
使
っ
て
い

な
い
道
具
類
の
用
途
な
ど
、
調
べ

て
初
め
て
分
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
」。昔
の
座
を
知
る
人
が
少
な
く

な
っ
た
今
、
過
去
の
資
料
や
映

１人で１体の人形を操る
操法。人形と人形遣いの
顔を耳紐

ひも
で結び、人形の

足と胴を足木（左）や胴金
（右）などで人形遣いの体
に密着させて操る。

↓

昔の写真や資料を見て笑い合う
大学生座員の相原さん（左）と
座長の鈴木さん

①
指
導
を
す
る
湘
南
座
の
城
田
さ
ん
②
録
音
と
生
の
音
に
合

わ
せ
て
稽
古
③
三
味
線
と
語
り
の
録
音
に
合
わ
せ
て
繰
り
返

し
通
し
稽
古
。
２
人
の
動
き
が
そ
ろ
う
場
面
が
見
ど
こ
ろ

　
三
味
線
の
音
楽
と
義
太
夫
節
の
語

り
に
乗
せ
、人
形
を
遣
っ
て
物
語
を

表
現
す
る
人
形
浄
瑠
璃
。平
塚
市
に

は
江
戸
時
代
か
ら
の
伝
統
芸
能
に
親

し
み
、物
語
を
紡
ぎ
続
け
る
人
た
ち

が
い
る
。

問問
　
社
会
教
育
課
☎
35
―
８
１
２
４

人
形
遣
い
が

紡つ

む

ぐ
伝
統

昔
と
変
わ
ら
ぬ
姿
を
守
る

伝
統
を
記
録
す
る

情報・資料の提供にご協力ください

昭
和
女
子
大
学
歴
史
文
化
学
科

教
授
　
大
谷
津
早
苗
さ
ん 

⃝ ⃝ ⃝  部 活で初めて触 れた伝 統 芸 能  ⃝ ⃝ ⃝

⃝ ⃝ ⃝  先 輩 か ら 受 け 継 ぐ 技 術 と 思 い  ⃝ ⃝ ⃝

人形と一心同体で 一人遣い

高浜高校文楽部　 湘南座

① ②

③
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像
の
重
要
さ
を
語
る
。「
会
場
や

運
搬
な
ど
の
都
合
で
、
演
出
な
ど

を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
面

も
あ
り
ま
す
が
、『
昔
か
ら
の
姿
』

を
確
認
し
、伝
え
て
い
き
ま
す
」。

再
び
演や

り
た
い
物
語

　
前
鳥
座
に
は
22
人
の
座
員
が
い

る
が
、
活
動
し
て
い
る
の
は
現
状

15
人
。
高
齢
の
座
員
は
常
に
参
加

す
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。「
人
形
を
６
体
使
う
演
目
は
、

ギ
リ
ギ
リ
の
人
数
で
回
し
て
い
ま

す
。
も
し
当
日
1
人
で
も
欠
け
た

ら
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

大
変
で
す
」と
鈴
木
さ
ん
。
舞
台

や
他
の
団
体
に
迷
惑
が
か
か
る
の

で
、
こ
こ
数
年
は
人
形
の
多
い
演

目
が
選
び
に
く
い
そ
う
。「
あ
と
3

人
い
た
ら
、
で
き
る
演
目
も
増
え

る
ん
で
す
け
れ
ど
…
…
。
し
ば
ら

く
で
き
て
い
な
い
代
表
的
な
物
語

も
ま
た
演や

り
た
い
で
す
ね
」と
少

し
寂
し
げ
に
語
る
。

若
手
が
主
体
の
配
役

　
そ
の
中
で
鈴
木
さ
ん
が
本
年
度

の
演
目
に
選
ん
だ
の
は『
鎌
倉
三

代
記
三
浦
別
れ
の
段
』（
上
囲

み
）。2
・
3
年
目
の
若
手
座
員
が

主
体
の
配
役
に
し
た
。「
演
目
の
経

験
者
を
含
め
、
配
役
を
一
新
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
若
手
座
員
に

は
経
験
を
積
ん
で
、
力
を
付
け
て

も
ら
い
た
い
で
す
か
ら
」と
に
っ

こ
り
。「
主
人
公
は
主
遣
い
と
左
遣

い
が
若
手
座
員
で
す
。
足
遣
い
の

ベ
テ
ラ
ン
座
員
が
し
っ
か
り
支
え

て
く
れ
て
い
ま
す
」と
続
け
る
。

専
門
家
か
ら
の
指
導

　
７
月
19
日
の
稽
古
。
四
之
宮
公

民
館
に
は
座
員
の
他
に
、
講
師
の

熱
心
な
指
導
の
声
が
響
い
て
い

た
。
声
の
主
は
人
形
浄
瑠
璃
指
導

員
の
林
美み

禰ね

子こ

さ
ん（
左
上
写
真

⑤
左
）。
下
中
座
の
元
座
長
で
前

鳥
座
と
も
付
き
合
い
が
長
い
。
前

鳥
座
で
は
市
の
支
援
を
活
用
し
、

近
年
、
林
さ
ん
に
指
導
を
依
頼
し

て
い
る
。
初
め
て
主
役
級
を
任
さ

れ
て
い
る
若
手
座
員
ら
は
、
人
形

の
操
り
方・体
の
使
い
方
な
ど
を
、

真
剣
な
表
情
で
教
わ
っ
て
い
た
。

の
世
界
に
入
っ
た
相
原
さ
ん
。

「『
一
時
的
な
熱
中
』で
は
な
く
、

皆
さ
ん
の
雰
囲
気
と
か
、
芝
居
の

楽
し
さ
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な『
好

き
』が
積
み
重
な
っ
た
か
ら
、ず
っ

と
続
け
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
」と
話
す
。
肩
肘
を
張
ら
ず
、

趣
味
と
し
て
地
域
の
伝
統
に
触
れ

て
き
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
た
だ
今
年
、
少
し
心
境
の
変
化

が
あ
っ
た
そ
う
。「
初
め
て
配
役
の

希
望
を
出
し
ま
し
た
。
大
学
生
に

な
っ
て
前
よ
り
時
間
が
で
き
た
の

で
、
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
み
た

い
と
思
っ
た
ん
で
す
」と
説
明
す

る
。
相
原
さ
ん
が
担
当
す
る
の
は

ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る「
時
姫
」の
足
遣

い
。
初
め
て
主
役
級
に
挑
戦
す
る

相
原
さ
ん
の
思
い
に
、
鈴
木
さ
ん

は
笑
顔
で
う
な
ず
い
て
い
た
。

　
総
体
的
に
は
高
齢
化
の
課
題
を

抱
え
る
前
鳥
座
だ
が
、
若
い
世
代

も
主
力
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

そ
の
1
人
が
座
で
唯
一
の
10
代
、

相
原
結ゆ

愛あ

さ
ん
だ
。
小
学
校
４
年

生
の
時
に
3
歳
上
の
友
人
に
誘
わ

れ
、「
面
白
そ
う
！
」と
人
形
芝
居

３人で１体の人形を操る操法。人形の首
かしら
と呼ばれる頭部

と右手を操る主
おも
遣
づか
い、差し金と言われる長い棒で左手を

操る左遣い、人形の両足にある足金などを操る足遣いに
分かれる。享

きよう
保
ほう
19（1734）年に、人形をより人間の動きに

近づけるために考えられたとされる。

↓

④

⑤

④真剣に取り組む中で、ふっと笑みがこぼれた
座員たち。座の和やかな雰囲気が見られた場面
⑤戦場から傷を負って歩く主人公の動きを実演
⑥手首だけで人形の視線を自然に動かす練習

⑥

人形４体が並んだ昨年度の演目
『絵本太功記　尼ケ崎の段』

鈴木座長の床本

　大
おお
坂
さか
夏の陣の豊臣家滅亡を、鎌倉時代に

置き換えた作品。主人公・三浦之助が、母・
長門の病を案じ、負傷しながらも戦場から帰館
する。そこで迎えたのは敵方の娘・時姫。美しい
振り袖姿の姫で長門の看病をしていた。時姫は
三浦之助にすがりつくが、「敵方の娘は信用で
きない」と受け入れてもらえない。そんな2人の駆
け引きと切ない恋を描いた物語。三浦之助を慕
い時姫が嘆く場面は、悲劇的で胸を打たれる。

　　古くから受け継がれてきた市内の
郷土芸能を楽しみませんか。前鳥座・
湘南座・高浜高校の人形浄瑠璃の他、

囃子太鼓や甚
句の舞台が見
られます。

　前鳥座の稽古を見学できます。稽古は四之宮公民館
で月２・３回。見学希望の方は開催日をお問い合わせく
ださい。また、前鳥座では市内の小・中学校、高校で
の体験学習や公演も積極的にしています。
　７月の稽古では公民館に訪れていた小学生の「見た
い！」という声に、鈴木さんが快く応えていました（右
写真）。子どもたちは学校でも触れたことがあると笑顔で話していました。伝統芸
能を扱う歴史ある団体ですが、入り口は開かれています。インターネットで調べた
り、舞台の鑑賞や稽古の見学をしたり、気軽に伝統芸能の世界に触れてみませんか。

問問　相模人形芝居前鳥座の鈴木☎090−２９００−4886

「
好
き
」が
積
み
重
な
って

ひらつか民俗芸能まつり
11/16（日） 午後1時〜4時ごろ（0時30分開場）

中央公民館（追分1-20）

江戸時代から続く奉納演芸9/27（土）・28（日）

三人遣い

『鎌倉三代記 三浦別れの段』
前鳥座・令和7年度の演目

　前鳥神社例大祭で前鳥座の舞台を楽しみませんか。２７日の宵
よい
宮
みや
では午後7時から

の「麦
むぎ
振
ふる
舞
まい
神事」（市指定重要文化財）の後、前鳥座の公演があります。演目は『鎌倉

三代記　三浦別れの段』（約30分）です。２８日の本宮の演目は『三
さん
番
ば
叟
そう
』（約5分）です。

　前鳥座の舞台は２７日は午後8時ごろ、２８日は6時ごろ。前鳥神社（四之宮4−１４−26）。

稽古の見学や学校での体験学習

　各団体の出演時間など、
詳しくは１０月中旬に市ウェ
ブなどで公開します。
問問  社会教育課☎35ー8124
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子
・
タ
オ
ル
・
着
替
え
・
ウ
オ
ー

タ
ー
シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物
・
軍
手
。

２
０
０
０
円
・
中
学
生
以
下
１
０

０
０
円
。

応
募　
９
月
20
日（
土
）午
前
９
時

～
26
日（
金
）午
後
５
時
に
、
代
表

者
の
必
要
事
項
・
全
員
の
氏
名
と

年
齢
を
、
メ
ー
ル
で
、
湘
南
い
き

も
の
楽
校
の
露
木
☎
77
―
０
２
９

５

m
asam

i2025z@
yahoo.

co.jp

へ
。

青
少
年
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

　
伝
え
方
上
手
・
返
し
方
上
手
に

な
る
方
法
を
学
び
ま
す
。

　
10
月
23
日（
木
）午
後
２
時
～
４

時
。
青
少
年
会
館（
浅
間
町
12
―

41
）。
県
内
在
住・在
勤・在
学
で
、

県
や
市
な
ど
が
開
く
外
出
の
き
っ

か
け
と
な
る
居
場
所
に
参
加
し
て

い
る
方
20
人（
抽
選
）。筆
記
用
具・

飲
み
物
。

応
募　
10
月
10
日（
金
）午
後
５
時

ま
で
に
、
県
の
電
子
申
請
シ
ス
テ

ム（e-kanagaw
a

）で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
、

県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
０４５
―
2６３

―
４
４
７
９
へ
。

募
　
　
集

応
募
方
法
は

 

右
側

応募のある記事は
事前に応募が
必要です
必要事項は郵便番号・住所・氏名
（ふりがな）・電話番号です
メールの場合、 @以下に、
city.hiratsuka.kanagawa.jp
を付けてください
eは、電子申請システム
（e

イー
-k

カ ナ ガ ワ
anagawa）。右の

2次元コードからも
アクセスできます
市役所への郵便物は、
〒254-8686平塚市役所○○課で
届きます
市役所の開庁時間は、午前8時
30分〜午後5時です

応募
方法

イ
シ
ッ
ク
ス
馬
入
の
お
花
畑

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
イ
シ
ッ
ク
ス
馬
入
の
お
花
畑（
中 

堂
246
―
１
）で
撮
影
し
て
、イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
に
投
稿
し
ま
せ
ん
か
。

最
優
秀
作
品
賞
に
は
、
賞
金
１
万

円
と
エ
コ
バ
ッ
グ
を
、
優
秀
作
品 

賞
に
は
エ
コ
バ
ッ
グ
を
贈
り
ま
す
。

応
募　

11
月
30
日（
日
）ま
で
に
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
、
イ
シ
ッ
ク

ス
馬
入
の
お
花
畑
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト@
isix.ohanabatake

を

フ
ォ
ロ
ー
し
、
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

「
#
イ
シ
ッ
ク
ス
２
０
２
５
秋
」を

付
け
て
１
枚
投
稿
し
て
く
だ
さ

い
。問
い
合
わ
せ
は
み
ど
り
公
園・

水
辺
課
☎
21
―
９
８
５
２
へ
。

昆
虫
観
察
会

　
ひ
ら
つ
か
生
物
多
様
性
推
進
協

議
会
の
昆
虫
班
が
解
説
し
ま
す
。

　
10
月
13
日（
祝
）午
前
９
時
30
分

～
11
時
30
分
。
雨
天
中
止
。
里
山

体
験
フ
ィ
ー
ル
ド（
土
屋
１
０
７

６
付
近
）。
市
内
在
住
の
方
20
人

（
抽
選
）。
帽
子
・
虫
よ
け
剤
。
汚

れ
て
も
よ
い
動
き
や
す
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

応
募　
９
月
29
日（
月
）ま
で
に
、

代
表
者
の
必
要
事
項
・
イ
ベ
ン
ト

名
・
人
数
・
全
員
の
住
所
と
氏
名

と
年
齢
を
、
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル

で
、
環
境
保
全
課
☎
23
―
９
９
６

９

21
―
９
６
０
３

k-hozen- 
event@

へ
。

谷
戸
田
で
脱
穀
体
験

　
千
歯
扱こ

き
や
足
踏
み
式
脱
穀
機

の
体
験
が
で
き
ま
す
。

　
10
月
11
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
１
時
。
雨
天
決
行
。
里
山
体
験

フ
ィ
ー
ル
ド（
土
屋
１
０
７
６
付

近
）。
市
内
在
住
の
方
20
人（
抽

選
）。
雨
具
・
帽
子
・
軍
手
・
タ

オ
ル
・
飲
み
物
・
着
替
え
。
作
業
の

で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

応
募　
９
月
29
日（
月
）ま
で
に
、

代
表
者
の
必
要
事
項
・
イ
ベ
ン
ト

名
・
全
員
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）と

年
齢
を
、
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
、
環
境
保
全
課
☎
23
―

９
９
６
９

21
―
９
６
０
３

k- 
hozen-event@

へ
。

秋
の
特
設
相
談
会

　
午
後
１
時
～
４
時
。
①
は
事
前

予
約
が
必
要
。
②
③
は
本
館
１
階

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
で
、
午
後
３
時

30
分
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
。

①
公
証
人　
10
月
１
日（
水
）。
遺

言
・
相
続
・
金
銭
消
費
貸
借
・
任

意
後
見
な
ど
。本
館
５
階
相
談
室
。

６
人（
先
着
順
）。

②
行
政
相
談
委
員　

10
月
６
日

（
月
）。
国
の
事
業
な
ど
に
対
す
る

意
見
や
要
望
。

③
行
政
書
士　

10
月
７
日（
火
）。

相
続
・
契
約
・
成
年
後
見
・
在
留

資
格
・
許
認
可
申
請
な
ど
。

応
募　

①
は
９
月
22
日（
月
）か

ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
本
館
5

階
の
市
民
情
報
・
相
談
課
☎
21
―

８
７
６
４
へ
。

就
活
応
援　
保
護
者
相
談

　

10
月
７
日
・
21
日
の
火
曜
日
、

午
前
10
時
・
11
時
・
午
後
１
時
・

２
時
・
３
時（
各
時
間
帯
50
分
）。

勤
労
会
館（
追
分
１
―
24
）。
15
～

49
歳
で
就
労
を
目
指
す
方
の
家

族
、
各
時
間
帯
１
組（
先
着
順
）。

応
募　
電
話
で
、
県
西
部
地
域
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０

４
６
５
―
32
―
４
１
１
５
へ
。

小
学
生
の
図
書
館
ス
タ
ッ
フ

体
験

　
１・２
年
生
は
11
月
16
日
、
３・

４
年
生
は
23
日
、
５
・
６
年
生
は

30
日
の
日
曜
日
、
各
日
午
前
は
９

時
30
分
～
11
時
30
分
、
午
後
は
１

時
30
分
～
３
時
30
分
。
中
央
図
書

館
。
各
時
間
帯
４
人（
抽
選
・
一

日
図
書
館
員
な
ど
に
参
加
し
て
い

な
い
方
を
優
先
）。
筆
記
用
具
・

飲
み
物
。
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

応
募　
９
月
20
日（
土
）午
前
９
時

～
10
月
13
日（
祝
）午
後
５
時
に
、

市
図
書
館
ウ
ェ
ブ
に
あ
る
応
募
用

紙
を
、
郵
送
・
本
人
ま
た
は
保
護

者
が
直
接
、
〒
254
―
0041
浅
間
町
12

―
41
中
央
図
書
館
☎
31
―
０
４
１

５
へ
。

木
造
住
宅
の
耐
震
相
談
会

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
旧

耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住

宅
の
耐
震
化
を
、
建
築
士
に
相
談

で
き
ま
す
。
市
の
補
助
制
度
な
ど

も
説
明
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
10
月
21
日（
火
）午
後

１
時
30
分
・
２
時
30
分
・
３
時
30

分（
各
回
１
時
間
）。
本
館
３
階
302

会
議
室
。
市
内
木
造
住
宅
の
所
有

者
ま
た
は
居
住
者
、各
回
５
組（
先

着
順
）。

応
募　
電
話
で
、
建
築
指
導
課
☎

20
―
８
８
６
０
へ
。

平
塚
ま
ち
ゼ
ミ

　
専
門
店
な
ら
で
は
の
知
識
な
ど

を
学
べ
ま
す
。

　

10
月
１
日（
水
）～
11
月
９
日

（
日
）。
平
塚
駅
前
中
心
商
店
街
の

各
店
舗
。講
座
内
容
や
会
場
な
ど
、

詳
し
く
は
平
塚
ま
ち
ゼ
ミ
ウ
ェ
ブ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募　
９
月
20
日（
土
）～
24
日

（
水
）に
、
電
話
な
ど
で
、
各
店
舗

へ
。
問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
商
工

会
議
所
☎
22
―
２
５
１
２
へ
。

女
性
囲
碁
入
門
教
室

　
11
月
26
日
～
令
和
８
年
２
月
４

日
の
水
曜
日
、
全
８
回
、
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分
。
ま
ち
づ
く

り
財
団（
見
附
町
31
―
10
）。
５
回

以
上
参
加
で
き
、
囲
碁
を
初
め
て

学
ぶ
女
性
20
人（
先
着
順
）。
筆
記

用
具
。
５
０
０
０
円
。

応
募　
令
和
７
年
９
月
20
日（
土
）

午
前
10
時
か
ら
、
電
話
で
、
ま
ち

づ
く
り
財
団
文
化
事
業
課
☎
32
―

２
２
３
７
へ
。
同
財
団
ウ
ェ
ブ
で

も
応
募
で
き
ま
す
。

馬
入
水
辺
の
楽が

つ
こ
う校
お
魚
調
べ

　
10
月
５
日（
日
）午
前
９
時
～
正

午
。
雨
天
中
止
。
相
模
川
河
川
敷

の
馬
入
水
辺
の
楽
校
風
車
前
に
集

合
。
小
学
生
以
上
の
方
20
人（
抽

選
・
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）。
帽

　ばらの色や香りを楽しみませんか。ばらの写
真や絵の展示、カフェもあります。展示する写
真や絵の募集・展示期間、カフェの日時など、
詳しくは市ウェブをご覧ください。
　10月25日（土）・26日（日）。旧横浜ゴム平塚製
造所記念館。先着順。
五東由衣コンサート　元劇団四季俳優がピアノ
に合わせてミュージカルと歌を披露します。25
日午後２時開演。60人。３,５００円。
ハーブと野菜の寄せ植え教室　26日午前10時～
正午。15人。１,２００円。
応募　９月20日
（土）午前９時か
ら、必要事項・
イベント名を、
往復はがき・
ファクス・メー
ルまたは直接、
〒254―0041浅
間町１―１旧横浜
ゴム平塚製造
所記念館☎ 3
5―７１１４ yokan
7114@outlook.
jpへ。

秋のばらフェスタ

　採用予定は令和８年４月１日。一般事務（障がい者対象）数
人・学芸員（考古学）１人（選考）。選考方法や要件など、詳
しくは市ウェブをご覧ください。
応募　令和７年９月26日（金）午後５時までに、eで応募して
ください。応募後に受験票が発行されたら、10月１日（水）
～８日（水）に、市ウェブにある自己アピールシートに写真
を貼り、郵送または直接、本館４階の職員課☎21―８７６２へ。

■ 一般事務職員・学芸員

　採用予定は令和８年１月１日以降。一般事務5人・一般事務
（障がい者対象）数人（選考）。選考方法や要件など、詳しく
は市ウェブをご覧ください。
応募　令和７年10月１日（水）午前９時～15日（水）午後５時に、
市ウェブにある応募用紙を、郵送または直接、本館４階の
職員課☎21―８７６２へ。

■ 任期付き職員

　採用予定は令和８年４月１日以降。理学療法士１人・言語聴
覚士１人（選考）。要件など、詳しくは市民病院ウェブをご
覧ください。
応募　令和７年９月26日（金）午後５時までに、市民病院ウェ
ブにある応募用紙を、郵送または直接、〒254―0065南原１―
19―１病院総務課☎32―００１５へ。

■ 市民病院職員

市職員として働きませんか
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